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地域気候変動適応計画作成支援ツール

どのような負担を軽減するか

・手順書、ひな型に合わせた形でのデータ収集、グラフ作成作業

・掲載有無判断のための出典情報の整理

対象データの例

【自治体基礎情報】：人口・山地面積・県内総生産 etc.

【気候変動関連情報】：年平均気温・猛暑日日数・年降水量 etc.

【気候変動影響関連情報】：土砂災害発生件数・熱中症搬送者数 etc. 

【A-PLAT WebGIS画像】：当該自治体周辺を拡大した画像

想定利用者

・適応計画を新規策定する市区町村

・策定済み自治体(改定時の参考資料として)



出力されるデータの例

・森林面積

・県内総生産

・第一次産業従事者数

・製造品出荷額等

・漁業生産額

・海面養殖業生産額

・総人口(0～14歳、15～64歳、65歳以上の年代別の推移)

・米/水稲の被害面積/被害量



・文中に埋め込む

例：〇〇市の2020年の人口は△△人であり～

・グラフを出力

グラフ形式(棒グラフ、折れ線グラフ等)は利用者が選択

・切り抜いたWebGIS画像

切り抜く領域を事前に定義

陸域→3次メッシュをもとに作成(都道府県/市区町村抽出)

海洋→必要なメッシュが収まるように定義(都道府県のみ)

離島の扱いは検討中

Wordファイルへのデータの出力形式



自治体を指定

グラフの出力形式を指定

掲載有無を指定

ファイルをダウンロード



Wordファイル出力イメージ



ダウンロードされるファイル
- csvs

- 指標ごとの生データのcsvファイル(ファイル名は英数字)

- adaptation_plan.docx

- csv_list.txt

- csvのファイル名とwordファイル内での日本語名の対応一覧

- reference_list.csv

- 各指標の出典をまとめたファイル

- setting.json

- 入力画面での設定内容を出力。編集しているうちに元のファイルの

内容が分からなくなった際に同じ条件で再度出力するために利用。

- setting.txt

- setting.jsonを人間に読みやすくしたもの。



担当者の作業

・掲載する項目/指標の選別

データが存在しないものも含め、原則小項目単位

必要に応じ出典を参照

・必要なデータ/事例の収集

・グラフ等の作り直し

色や見栄えの調整、特定のモデル/シナリオのWebGIS画像の掲載
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